
 
 

岡⼭市第六次総合計画 
（後期中期計画） 

 
 

 

 

 

目     次 

  後期中期計画 令和４年度の取組状況 ・・・・・・  １ 

  区別計画 令和４年度の取組状況 ・・・・・・・・・・  ６ 

 

 

 

 

 

令和６年３⽉ 

岡⼭市 

未来へ躍動する 桃太郎のまち岡⼭ 

のまちづくりレポート 2022 



岡⼭市第六次総合計画後期中期計画 令和４年度の取組状況について

後期中期計画を着実に推進するため、PDCAサイクルの考えに基づき、成果指標の達成状況について令和４年度の評価を実施。

上昇した主な指標

《評価基準》
「上 昇」 基準値に対し上昇
「低 下」 基準値に対し低下
「横ばい」 基準値に対し横ばい（変動率±0.5％の範囲内）

低下した主な指標

●市の創業支援による創業者数 22者（H30） ➡ 45者（R4）

●保育所等の待機児童数 259人（R1） ➡ 1人（R4）

●福祉施設からの一般就労への
移⾏者数 145人（R1） ➡ 213人（R4）

 77の指標のうち、53の指標が「上昇」 （68.8％）

 7の指標が「横ばい」。（9.1％）

 17の指標が「低下」。 （22.1％）
うち14の指標が新型コロナウイルス感染症の影響（18.2％）

区分 上昇 横ばい
低下

合計
コロナ その他

Ⅰ経済・交流都市 15 1 7 1 24

Ⅱ子育て・教育都市 14 2 6 2 24

Ⅲ健康福祉・環境都市 22 2 1 0 25

都市経営 2 2 0 0 4

計 53 7 14 3 77

●ＪＲ岡⼭駅乗降客数
（1日当たり） 13.9万人（R1） ➡ 11.9万人（R4）

●公⺠館主催講座・クラブ講座
における利⽤延べ人数 737,316人(R1) ➡ 569,635人(R4)

●身近な自然体験プログラ
ム参加者数 14,373人（R1） ➡ 11,695人（R4）

目標値を⾒直す指標

※後期中期計画にかかる79の指標のうち、指標の調査周期に当たらず、実績値の把握ができない等の評価できない指標２つを除く

●前倒しで目標値を達成⼜は達成が⾒込まれることによる⾒直し ●実績値の把握に係る調査周期の変更に伴う⾒直し

ESDプロジェクト参加団体数(団体） 370（R7） ➡ 405（R7）
⽔道の基幹管路（⼝径400mm以上）の耐震適合率（％）

51.3（R7） ➡ 54.1（R7)

仕事と家庭の両⽴支援に取り組んでいる企業の割合（％） 67.0（R6） ➡ 70.6（R7）
市内企業における管理職（課⻑相当職以上）に占める⼥性の割合（％）

14（R6） ➡ 15（R7）

（注１）新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受けた7つの指標について、前期中期計画の目標値を設定していたが、中間点検の結果、同じ数値を目標値として設定する。暫定値について

【成果指標の中間点検の実施】
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岡⼭市第六次総合計画後期中期計画 令和４年度の取組状況について①

政
策 指標名（単位） 基準値

(R1)
実績値
（R4）

目標値
(R7) 状況 総合

戦略

１

産
業

市の創業支援による創業者数
（者）

22
（H30） 45 50 上昇 ●

企業⽴地・再投資件数（件）
60

H28〜R1
の合計

90
H28〜R4
の合計

116
H28〜R7
の合計

上昇 ●

２

中
心
市
街
地

中⼼市街地の歩⾏者通⾏量（⼈）
※

上段︓平⽇
下段︓休⽇

4,324
5,654

（H29）

3,502
4,653
（R3）

4,400
5,700 低下 ●

ＪＲ岡⼭駅乗降客数（1⽇当た
り）（万⼈）※ 13.9 11.9 14.3 低下 ●

３

農
林
水
産
業

新規就農者数（⼈） 34 39 50 上昇 ●

担い⼿への農地集積率（％） 38.1 40.1 50 上昇

多⾯的機能支払制度取組地区数
（地区） 69 65 80 低下

岡⼭産の野菜・果物等の購入を意
識している市⺠の割合（％） 59.5 62.8

（R3） 70.0 上昇

４

観
光
・
交
流

観光客数（千⼈）※ 7,575 5,093 9,487 低下 ●

コンベンション参加者数（⼈）※ 162,348 73,427 207,000 低下 ●

移住定住支援により移住した⼈数
（⼈） 30 164 90 上昇 ●

５
都
市
・

周
辺
地
域

都市としての便利さと自然の豊か
さとの調和の満⾜度（％） 37.8 43.4

(R3) 39.3 上昇 ●

居住誘導区域内⼈⼝密度（⼈/ｈ
ａ）

58.4
（H27）

59.4
（R2） 59.6 上昇 ●

政
策 指標名（単位） 基準値

(R1)
実績値
（R4）

目標値
(R7) 状況 総合

戦略

６

交
通

自宅から都⼼や身近な拠点に公共
交通で３０分以内に⾏ける⼈⼝
（万⼈）

30.3
（H27）

30.7
（R2） 36.1 上昇 ●

⽣活交通導入地区数（試⾏運転開
始地区を含む）（地区） 3 6 8 上昇 ●

自転⾞利⽤環境の整備に対する満
⾜度（％） 23.8 25.4

（R3） 31.5 上昇

主要渋滞箇所数（箇所） 41 40 38 上昇

７

景
観
・
住
環
境

美しい都市景観の形成に対する満
⾜度（％） 31.2 33.9

（R3） 32.5 上昇

パークマネジメント導入公園数
（公園） 0 0 3 横ばい

住宅や住環境の整備に対する満⾜
度（％） 31 33.3

（R3） 32.6 上昇

８

歴
史
・
文
化

歴史・文化ゾーン来訪者数（万
⼈）※ 309 242 336 低下

文化財施設・講演会等への来訪者
数（⼈）※ 40,943 40,063 47,300 低下

９

文
化
芸
術

過去1年間に文化芸術を体験（参
加・鑑賞）した⼈の割合（％） 57.3 41.7

（R3） 65 低下 ●

10
ス
ポ
ー
ツ

成⼈の週１回以上のスポーツ実施
率（％） 39.0 39.9

（R3） 65 上昇

将来都市像Ⅰ 中四国をリードし、活⼒と創造性あふれる「経済・交流都市」

（注１）※印は新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受けた指標のため、前期中期計画の目標値を設定していたが、中間点検の結果、同じ数値を後期中期計画の目標値として設定する
（注２）「総合戦略」欄の●は、後期中期計画とまち・ひと・しごと創⽣総合戦略の共通の指標を⽰す
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政
策 指標名（単位） 基準値

(R1)
実績値
（R4）

目標値
(R7) 状況 総合

戦略

11

子
育
て

子育てしやすいまちと思う保護者
の割合（％）

54.4
（H30） - 65

（R5） - ●

保育所等の待機児童数(⼈） 259
（R2.4.1）

1
（R5.4.1）

0
（R8.4.1） 上昇 ●

放課後児童クラブ入所希望児童
(潜在ニーズを含む⾒込み）に対
する入所できた児童の割合（％）

77.3
（R2.4.1）

89.2
（R5.4.1）

100
（R8.4.1） 上昇 ●

仕事と家庭の両⽴支援に取り組ん
でいる企業の割合（％）

45.5
（H30）

52.1
（R3）

70.6(新)
（R7）

67.0(旧)
（R6）

上昇 ●

12

健
全
育
成
、
自
立

⼼豊かな岡⼭っ子応援団賛助団員
（団体）※ 69 63 90 低下 ●

社会参加プログラムに参加して就
労に関するステップアップに至っ
た発達障害者数（⼈）

10
16

R3〜R4
の合計

50
R3〜R7
の合計

上昇

⾥親等委託率（％） 16.4 17.4 36.8 上昇

家族で地域⾏事に参加していると
答えた保護者の割合（％） 65.5 54.5 68.5 低下

13

女
性
・
若
者

市内企業における管理職（課⻑相
当職以上）に占める⼥性の割合
（％）

7.7
（H30）

10.9
（R3）

15(新)
（R7）
14(旧)
（R6）

上昇 ●

固定的な性別役割分担意識の解消
度（％） 67.3 72.4

（R3） 79 上昇

若者（２０歳代）の地域活動への
参加割合（％） 20.1 18.1

（R3） 25.1 低下 ●

14

学
校
教
育

「学校に⾏くのが楽しい」と答え
た子どもの割合（％）

⼩︓84.2
中︓84.5

⼩︓81.8
中︓79.9

⼩︓90以上
中︓88以上 低下

全国学⼒・学習状況調査の偏差値

⼩6国語:51
⼩6算数:50
中3国語:50
中3数学:50
中3英語:49

⼩6国語:51
⼩6算数:50
中3国語:50
中3数学:50
中3理科:50

50以上 横ばい

政
策 指標名（単位） 基準値

(R1)
実績値
（R4）

目標値
(R7) 状況 総合

戦略

14

学
校
教
育

授業でコンピュータなどのICTを
毎⽇使⽤する子どもの割合（％）

⼩︓5.6
中︓3.8

⼩︓15.7
中︓6.8

⼩︓100
中︓100 上昇 ●

１週間の総運動時間が６０分未満
の子どもの割合（％）

中2男子:8.5
中2⼥子:22.6

中2男子:8.5
中2⼥子:20.5

中2男子:7.0
中2⼥子:19.0 上昇

15

教
育
環
境

「子どもと向き合う時間が充⾜し
ている」と答えた教職員の割合
（％）

55.4 56.9 61 上昇

16

生
涯
学
習

市⽴図書館の市⺠１⼈当たりの年
間貸出冊数(冊） 5.8 5.5 6.4 低下

公⺠館主催講座・クラブ講座にお
ける利⽤延べ⼈数(⼈） 737,316 569,635 738,000 低下

公⺠館基本⽅針重点分野の事業へ
の参加者数（⼈） 53,000 41,663 62,000 低下

17
協
働
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

ESDプロジェクト参加団体数(団
体） 307 360 405(新)

370(旧) 上昇 ●

地域活動への参加割合（％） 45.3 39.9
（R3） 50.8 低下 ●

企業・ＮＰＯ法⼈等が参加した安
全・安⼼ネットワーク数（団体） 40 47 65 上昇 ●

18

国
際

海外の⼈との交流や国際交流関係
のイベントに参加したことがある
市⺠の割合（％）

12.4 12.4
（R3） 16 横ばい

外国⼈相談窓⼝における月ごとの
平均相談件数（件） 157 387 194 上昇

19
人
権

協働により⼈権啓発事業を実施し
た団体数（団体） 55 63 73 上昇

将来都市像Ⅱ 誰もがあこがれる充実の「子育て・教育都市」

岡⼭市第六次総合計画後期中期計画 令和４年度の取組状況について②

（注１）※印は新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受けた指標のため、前期中期計画の目標値を設定していたが、中間点検の結果、同じ数値を後期中期計画の目標値として設定する
（注２）「総合戦略」欄の●は、後期中期計画とまち・ひと・しごと創⽣総合戦略の共通の指標を⽰す
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政
策 指標名（単位） 基準値

(R1)
実績値
（R4）

目標値
(R7) 状況 総合

戦略

24

地
域
防
災

自主防災組織率（％） 92.2 94.2 100 上昇 ●

住宅⽤⽕災警報器の点検実施率
（％） 36 43 60 上昇

25

市
民
生
活

刑法犯認知件数（件） 4,632 3,760 4,000 上昇

⼈身事故件数（件） 2,105 1,816 1,300 上昇

消費⽣活センターの認知度（％） 84.5 84.2
(R3) 90 横ばい

26
環
境
活
動

身近な⽣きものの⾥認定地区数
（地区） 17 25 25 上昇

事業場等への⽴入調査実施率
（％） 74 87 100 上昇

身近な自然体験プログラム参加者
数（⼈） 14,373 11,695 16,000 低下

美化推進重点区域内のごみのポイ
捨て数（１主要通り当たりの１⽇
平均）（個）

102 94 90 上昇

27

低
炭
素

温室効果ガス排出量(千ｔ-ＣＯ₂) 6,119
(H29暫定)

5,283
(R2暫定)

5,141
（R5) 上昇 ●

環境にやさしいライフスタイルの
実践度（％） 49 56

(R3) 60 上昇

28
循
環
型
社
会

ごみの資源化率（％） 27.4 29.9 31.1 上昇

市⺠１⼈１⽇当たりのごみ排出量
（ｇ） 842 771 754 上昇

汚⽔処理⼈⼝普及率（％） 84.2 85.6 90 上昇 ●

政
策 指標名（単位） 基準値

(R1)
実績値
（R4）

目標値
(R7) 状況 総合

戦略

20

健
康

健康寿命（歳）
上段︓男性
下段︓⼥性

71.7(新)
74.4(新)
(H28)

71.6(旧)
74.3(旧)
(H28)

72.2(新)
75.0(新)

(R1)
72.2(旧)
74.9(旧)

(R1)

72.6
76.2
(Ｒ4)

上昇 ●

⽣涯かつやく支援センターが就労
に結び付けた⼈数（⼈） 26

353
R3〜R4
の合計

750
R3〜R7
の合計

上昇 ●

21

医
療
・
介
護

訪問診療を受けた患者数（レセプ
ト件数）

56,745
(H30)

66,479
(R3)

67,000
（R6） 上昇

⽣活・介護支援サポーター養成数
（⼈） 1,362 1,589 2,080 上昇 ●

認知症サポーター数（⼈） 52,565 62,689 75,000 上昇 ●

22

福
祉

福祉施設から⼀般就労への移⾏者
数（⼈） 145 213 197 上昇

⽣活保護受給者を含む⽣活困窮者
の就労支援者における就職者率
（％）

60.5 62.6 70 上昇

23

防
災
・
減
災

下⽔道浸⽔重点対策整備率（％） 46 46.1 100 横ばい

住宅・建築物等の耐震化率（％）
上段︓住宅
下段︓避難路沿道建築物

87
91

89
92

95
95 上昇

⽔道の基幹管路（⼝径400mm以
上）の耐震適合率（％） 45.8 51.6 54.1(新)

51.3(旧) 上昇

市中⼼部の下⽔道管きょの⽼朽化
点検率（％） 72.9 100 100 上昇

将来都市像Ⅲ 全国に誇る、傑出した安心を築く「健康福祉・環境都市」

岡⼭市第六次総合計画後期中期計画 令和４年度の取組状況について③

（注１）「総合戦略」欄の●は、後期中期計画とまち・ひと・しごと創⽣総合戦略の共通の指標を⽰す
（注２）政策２０『健康寿命（歳）』の数値は、市が独自に算出した数値から、厚⽣労働省の研究事業により算出された数値に変更
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将来都市像Ⅲ 全国に誇る、傑出した安心を築く「健康福祉・環境都市」都市経営

政
策 指標名（単位） 基準値

(R1)
実績値
（R4）

目標値
(R7) 状況 総合

戦略

29
創
生
等

岡⼭市に住み続けたいと考える
市⺠の割合（％） 79.0 79.3

(R3) 85 横ばい

30

行
財
政
運
営
（
行
革
プ
ラ
ン
）

実質公債費⽐率（％） 5.6 5.3 5%台 横ばい

窓⼝以外での証明書（住⺠票
等）の交付率（％） 9.5 20.3 17 上昇

岡⼭市役所の管理職に占める⼥
性の割合（％）

13.8
（R2.4.1）

17.6
（R5.4.1)

20
(R8.4.1) 上昇

市から必要な市政情報を得るこ
とができていると思う⼈の割合
（％）

60.3
（R3）

60.3
（R3）

Ｒ３年度実
績値より10
ポイント上

昇

-

岡⼭市第六次総合計画後期中期計画 令和４年度の取組状況について④
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区づくりの将来目標 
⾃然と共⽣し、歴史と⽂化が薫る 賑わいと交流のまち 北区 

 
 
 

総合評価 

方向性１ まちなかの魅力と賑わいの創出 

西川パフォーマー事業者との協働による西川緑道公園の特色をいかしたイベントの開催や岡山城周辺の旭

川の水面を活用した社会実験を実施し、歩いて楽しいまちなかの魅力と賑わい創出につなげている。また、

下石井公園の芝生化を主としたリニューアル工事にも着手した。ハレまち通りについては、沿道まちづくり

組織と連携しながら、拡幅した歩道を活用したオープンカフェ等のテラス営業を実施した。今後も官民連携

により、道路空間の利活用や空き店舗・空き地の有効活用による取り組みを進めていく。岡山芸術創造劇場

ハレノワについては、令和 5 年 9 月の開館に向け、様々な開館プレ事業の実施等により機運醸成を図った。

今後も、文化芸術の拠点となり、まちの賑わい創出につなげていけるよう、文化芸術の振興を図っていく。

また、商店街等が行う商店街活性化に向けた取組への支援により商店街等の振興及びまちなかの魅力や回遊

性向上、賑わいの創出を図るとともに、美しく快適なまちづくりに向けた取り組みを地域住民との協働によ

り進めていく。 

 

方向性２ 農村部、中山間地域の活性化 

継続的な就農相談や関係機関と連携した研修事業の実施、就農直後の経営に資する資金や設備投資に関す

る補助金の交付、農用地の保全と生産性向上のための基盤整備等により、新規就農者の確保と農業者の営農継

続等につながっている。農業従事者の高齢化や減少が進む中、今後も担い手の確保や育成、農業者団体等によ

る農産物ブランド化の取組、農業経営力の向上など「儲かる農業」の実現に向けた施策を推進していく。ま

た、御津・建部・金山寺地域に導入している地域おこし協力隊による取組が地域活性化に寄与しており、今後

も中山間地域等への人材の誘致及び地域住民との協力による地域活性化の促進に向けた支援を継続してい

く。さらに、地域の課題解決に向けコミュニティビジネスの視点から取り組む活動に対する支援として、地域

の未来づくり推進事業を進めており、計画検討のための個別相談などを行った。今後も地域住民等の地域の未

来づくり計画作成に対し、必要な支援を行っていく。 

 

方向性３ 企業立地の推進 

 本市が持つ優れた交通網による拠点性の高さや災害リスクの低さ等を活かすとともに、企業ニーズを的確

に把握しながら、企業の本社機能の一部移転やＩＴ・デジタルコンテンツ産業等の立地を推進した。また、地

域未来投資促進法に基づく支援措置を活用し、物流施設の設備投資を促進したところであり、引き続き企業立

地を推進していく。 

 

方向性４ 歴史・文化など多様な地域資源の再認識と活用・発信 

 令和の大改修を終えた岡山城が令和 4 年 11 月 3 日にリニューアルオープンした。リニューアルオープンに

併せ、各種プロモーション事業や機運醸成事業を行った。また、岡山城周辺の歴史文化ゾーンを主会場とした

「岡山芸術交流 2022」を約 2 か月間に渡り開催した。今後も各種メディア・雑誌等を活用して岡山城、岡山

後楽園を中心とする歴史・文化ゾーンや日本遺産「桃太郎伝説の生まれたまち おかやま」を構成する吉備路

等の岡山を代表する地域資源を国内外に発信するとともに、地域への愛着や誇りの醸成を図る取組を進めて
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いく。さらに、区まちづくり独自企画事業として、北区の隠れた魅力を掘り起こし、多様な地域資源を再認識

することにより地域活性化のきっかけづくりとなることを目指し、身近にありながら接する機会の少ないま

ちの建築・アート作品等を専門家らと巡るツアーを実施するとともに、インスタグラムからも広く情報発信を

行った。 

 

方向性５ まちなかから中山間地域まで、地域特性に応じた交通利便性の向上 

 自転車利用環境の向上に向けた自転車通行空間の整備、コミュニティサイクルももちゃりの利用促進、中心

部における駐輪場整備、自転車の通行ルールやマナーの啓発等に取り組んでいく。路面電車の岡山駅前広場へ

の乗り入れについては事業実施中であり、併せて駅前広場におけるタクシーゾーンと一般車ゾーンの入れ替

え工事を実施している。さらに、買い物や通院などの日常生活における移動が不便な地域のうち、御津・建部

コミュニティバス、足守生活バス、馬屋上・野谷地区、牧山地区におけるデマンド型乗合タクシーについて

は、運行経費を一部助成しており、今後も公共交通の利便性の向上に取り組んでいく。 

 

方向性６ 持続可能で活力のある地域づくり 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響を大きく受けたものの、各地域において区づくり推進事業や安全・安心

ネットワーク支援事業等を通じて区民の自主的・主体的な地域活動が行われた。また、市民活動や地域活動の

リーダーを養成する講座の開催支援等を行うことで、地域の担い手を育成し、持続可能な地域づくりを進めて

いる。今後も、地域の特性をいかした健康づくり活動等を通じて、地域における主体的な活動が持続可能なも

のとなるよう、引き続き担い手の育成などの支援を行っていく。 

 

方向性７ 連携・協働による防災・減災、防犯力の高い地域づくり 

地域における防犯・防災活動の担い手不足が課題となっている中、防犯・防災意識の高揚を図るため、出前

講座の実施、WEB 版ハザードマップの整備・運用開始や地域防犯ボランティア団体への活動の支援、自主防災

組織の結成促進及び活動活性化などに取り組んだ。また、岡山西警察署及び岡山北警察署と連携協定を締結

し、モデル地域と協働した防犯啓発活動等を行った。今後も警察署と連携し、地域への防犯情報等の提供を通

じて、地域の防犯意識の向上を図っていく。浸水対策については、平成 30 年 7月豪雨災害を踏まえ、今保ポ

ンプ場・白石ポンプ場の整備工事などのハード整備を継続して実施したほか、市民設置の雨水貯留タンク設置

への助成制度など、ソフト対策にも取り組んでいる。 
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区づくりの将来目標 
ふれあいと活気にあふれ、快適で住む喜びに満ちたまち 中区 

 
 
 

総合評価 

方向性１ 交通利便性の向上 

都心部への交通アクセス性向上や区内の各地域間の円滑な移動確保のため、都市計画道路下中野平井線（中

環状線）、主要地方道岡山赤穂線（外環状線）等の幹線道路の整備を進めた。 

岡山市総合交通計画を基に、鉄道やバスの利用環境改善など公共交通の利便性向上に向け、引き続き取組を

進めていく。 

 また、自転車利用環境の向上に向けて、自転車通行空間の整備に取り組んでいく。 

 

方向性２ 豊かな自然環境の保全 

区民参加のホタル調査や保護団体等と連携してのアユモドキの保護・啓発活動を実施するとともに、生物多

様性の保全活動を推進するため、「身近な生きものの里」として認定している高島・旭竜、曹源寺、今谷、富

山の 4 地区の住民主体の自然保護活動を支援した。 

また、操山公園里山センターの講座等を実施し生物多様性保全に係る啓発品を配布するなど、地域の生態系

や自然環境を守り継承する取組は着実に進んでいる。 

 

方向性３ 地域資源の活用と発信 

区づくり推進事業などを通じて、地域住民の創意工夫による各地区の特性を生かした地域づくりや、地域の

歴史や特産物、文化の発信が進んでいる。 

歴史観光 Web「おかやまレキタビ」を制作・公開し、地域への愛着と誇りの高揚、観光資源としての魅力の

向上を図ることを目的に情報発信を行った。 

また、区まちづくり独自企画事業として、中区の地域資源である百間川に着目し、百間川が持つ防災機能や

土木遺産等を知ってもらう講演会と要所を巡るバスツアーを実施するとともに、市ホームページや中区イン

スタグラムで情報発信を行った。 

 

方向性４ 多世代の交流・協働による地域づくり 

区づくり推進事業や安全・安心ネットワーク支援事業を通じて、区民の主体的な地域交流・自主的な地域活

動を支援するとともに、地域活動への参加促進に向け、若者を対象とした地域応援人づくり講座を実施するな

ど、コミュニティの活性化を着実に進めている。 

区独自に山陽学園大学・短期大学及び就実大学・短期大学と締結した包括連携協定をもとに、大学が有する

高い専門性の地域振興への活用や、若年層の地域づくりへの参加促進等を進めた。 

区まちづくり独自企画事業では、大学の教員と学生による、高齢者への健康測定を実施し、学生の地域活動

への参加や高齢者との交流を推進することができた。 

引き続き、大学と協力して活力ある地域づくりを推進していく。 
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方向性５ 地域住民の手による防災・防犯力の向上 

自主防災組織に対する活動費用の助成や地域防災マップ作成支援、WEB 版ハザードマップの整備・運用開

始、出前講座の実施等により、住民の防災意識や地域の防災力の向上を図った。 

一方、浸水対策として、倉安川の河川改修工事や用排水路の浚渫・改良工事等のハード事業を進めるととも

に、町内会へ町内備蓄土、市民へ洪水・土砂災害ハザードマップ等の配布を行った。 

また、地域防犯についても、防犯ボランティアを対象に指導や講習等の支援を行うとともに、防犯灯・防犯

カメラを設置する町内会等への費用助成を実施しており、地域住民の手による防災・防犯力の向上は着実に進

んでいる。 
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区づくりの将来目標 
人・まち・⾃然が調和し、笑顔輝く実りのふるさと 南区 

 
 
 

総合評価 

方向性１ 地域で取り組む防災・防犯対策の充実 

県による笹ヶ瀬川、倉敷川の河川改修事業の推進、市による藤田錦排水機場の整備、築港新町地区ほかの下

水道雨水管渠整備等、ハード面での浸水対策を推進した。ソフト面では、雨水貯留タンクや止水板、雨水流出

抑制施設の設置に対する助成を行った。 

地域の防災力を高めるため、洪水・土砂災害ハザードマップ等の配布や出前講座の実施、防災資機材、地域

防災マップへの助成を通じて自主防災組織の結成や活動の支援を行った。また南区地域防災力強化事業とし

て、「防災訓練ハンドブック」の配布、「防災グッズ」の貸し出し、「防災フェア」を実施した。 

 

方向性２ 活力のある農業の振興 

国、県や土地改良区等と連携して、老朽化した農業用施設の補修を着実に推進するとともに、建設から長年

経過した広域農道である千両街道の整備を行っており、農業用施設の長寿命化を引き続き進めていく。鳥獣害

対策については、捕獲柵の補助及び猟友会への駆除依頼などにより一定の効果をあげており、引き続き実施し

ていく。 

 

方向性３ 多様な担い手の参加・協働による地域活動の活性化 

地域行事等に使用する備品の修繕や町内会活動の充実のための支援を通じて、地域住民の交流を促し、コミ

ュニティ活動の活性化を図った。 

地域住民が主体となった地域づくり活動に対しては、区づくり推進事業を通じて支援を行っており、新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受けたが、桜祭りや秋祭り等のイベントが徐々に再開され、地域内外の住民同士

の触れ合いと絆づくりにつながった。また、ＳＮＳ等を活用した情報発信を行い、幅広い層に対する地域活動

への参加の促進を図った。 

 

方向性４ 地域の魅力の発掘・発信 

 区づくり推進事業を紹介するポスターの作成や、地域の歴史・文化の由来等を顕す看板「岡山歴史のまちし

るべ」の充実に加え、ＳＮＳ等を活用した「岡山市南区フォトコンテスト」の実施により、地域の伝統行事や

自然風景など南区ならではの魅力を区内外に向けて発信した。 

 

方向性５ 交通の利便性の向上 

 外環状線の一部を構成する市道藤田浦安南町線や主要地方道岡山児島線等の幹線道路の整備を進めた。 

平成 30年度から本格運行を開始した迫川地区デマンド型乗合タクシーのさらなる利用促進及び迫川地区以

外の公共交通不便地域における日常生活に必要な移動手段の確保について、地域とともに検討していく必要

がある。 
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方向性６ 健やかに暮らせる地域づくり 

ふれあいセンターや公民館を拠点として、ウォーキング大会や健康教室等、市民との協働による日常的な運

動習慣の推進に取り組んだ。今後も、地域における自主的な健康づくりに向けた環境整備に取り組んでいく。 
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区づくりの将来目標 
いつまでも住み続けたい 歴史が息づき愛着の持てるまち 東区 

 
 
 

総合評価 

方向性１ 地域資源をいかした魅力と賑わいづくり 

 新型コロナウイルス感染症の影響はあったが、各地域の伝統行事やイベントが徐々に開催されるようにな

り、西大寺会陽では観客を入れた形で開催し多くの来場者があった。また、前年度に続き、ホームページにて

その魅力を発信した。夏まつり西大寺や秋のレトロマルシェ、西大寺朝市（12 月から再開）では久々の開催

となったこともあり、近年にない来場者となった。 

区まちづくり独自企画事業では、フォトジェニックなブランドイメージの創出を図るため、東区内の高校生

による「TikTok 甲子園」を実施し、地域資源の情報発信を行った。引き続き、地域の歴史や文化・自然など

地域の魅力を多くの人に知ってもらうことで、活力あるまちづくりを推進していく。 

 

方向性２ 多世代が交流・活動できる地域づくり 

 「区づくり推進事業」として、地域住民が主体となって独自の企画により行われた地域づくりの取組に対し

て支援を行い、新型コロナウイルス感染症の影響も受けたが、年度途中からは感染防止対策を施しながら、取

り組みが再開され、15 件の補助実績があった。地域主体の取組が途切れることのないよう、今後も地域の自

治組織と学校や事業者との連携や、子どもから高齢者まで多世代の交流など、地域主体の取組に対して引き続

き支援を行っていく。 

また、地域の新たな担い手の確保・育成を図るとともに、地域活動を持続可能なものとしていくため、「地

域の未来づくり推進事業補助金」や「地域活力創出事業補助金」により、コミュニティビジネスの視点で地域

課題の解決に取り組む活動を引き続き支援していく。 

 

方向性３ 企業立地の推進と持続可能な農業の振興 

地域未来投資促進法に基づく支援措置の活用などにより、製造業の設備等の再投資を促進したところであ

り、引き続き企業立地を推進していく。 

持続可能な農業の振興を図るため、就農相談会の実施、新規就農者への奨励金給付等の支援をすることで、

新規就農者を確保した。引き続き「儲かる農業」の実現に向けた施策を推進していく。 

また、既存の農業用施設の改修や長寿命化対策の実施、水利運用の省力化に資する農業用施設の新設、改

良、更新を通じて、農業従事者の高齢化に対応した。 

 

方向性４ 交通利便性の向上 

 美作岡山道路の料金設置箇所の切土、ランプ橋下部工事をはじめ、主要地方道岡山赤穂線における鉄道交差

部の工事や主要地方道岡山牛窓線道路改良工事・用地取得を進めるなど、各路線の整備に取り組んだ。 

 また、交通不便地域における日常生活に必要な移動手段の確保として、デマンド型乗合タクシーを導入し、

令和 2 年度から本格運行を始めた千種地区や、令和 3 年度から始めた城東台・草ケ部地区では、運行計画を

見直し、朝日地区及び幸島地区においては、新規導入の検討を行った。今後も地域住民、交通事業者と連携

し、運行改善と新規導入に向けて検討を行う。 

総括 

東区 

12



 

方向性５ 健やかに暮らせる地域づくり 

 地域の特性に応じたきめ細やかな健康づくりを進めるため、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、 

健康市民おかやま２１推進会議の活動を行うとともに、「ええとこ発見図（ウォーキングマップ）」を活用した 

ウォーキング大会や、「ＯＫＡＹＡＭＡ！市民体操」を開催した。今後も地域住民と協働し、地域の特性に応 

じた健康づくりの取組が充実するよう支援していく。また、自然に健康になれる環境を目指し、学校園や職能 

団体等との連携を進める。 

 

  

方向性６ 安全・安心な地域づくり 

 浸水対策として、平成 30 年 7 月豪雨による砂川破堤を受け、国による吉井川高潮堤防整備、県による砂川

の激特事業、金岡ポンプ場の耐震工事および長寿命化を引き続き実施、また永江川河川改修を行った。町内会

等に対しては真砂土及び土のう袋を配布し、千種小学校には雨水貯留タンク設置した。 

また、地域の防災力向上を図るため、自主防災組織の結成時に必要となる防災資機材を整備するための助成

や活動、運営に関する助成を行ったほか、地域での防災出前講座を実施し、市民の防災意識の高揚を図った。 

地域の自主的な防犯活動に対する取組を支援するため、町内会が防犯灯や防犯カメラを設置する際の補助

や、地域の要望に基づく通学路防犯灯の設置を行った。 

区民の防災意識および安全・安心な地域づくりに対する意識の向上に努め、今後も区民の主体的な活動を促

進していく。 
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